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「営業をマネジメントする」とは?
　営業を取り巻く環境が変化する中、営業職員一人ひとりのスキル等の向上に加え、
組織力の強化が一層重要になっています。こうしたことから、生保労連は4月18日
に開催した営業職員セミナーにおいて、営業研究の第一人者である神戸大学名誉教

授の石井淳蔵氏より、「営業をマネジメントする」をテーマにご講演いただきました。
講演では、今後の営業のあり方について、多くのご指摘をいただきましたので、組
合員のみなさんと共有したいと思います。

属人営業から組織営業へ
　従来の営業は、個人の経験に基づいた属人的
なものになりがちであったため、ノウハウやス
キルの継承等が難しい面がありました。
　多様化・個別化するお客さまニーズに対応す
るためには、営業プロセスごとに役割を分担し、
それぞれが専門性を高め、総合力を発揮してい
く必要があります。
　このように役割分担しながら、会社としてお
客さまに最大限のサービスを提供していく営業が「組織営業」です。

役割分担で組織力の発揮を
　例えば、現在のプロ野球では、先発、中継ぎ、抑えと役割分担が確立しています。選
手交代をする際に監督が経験や勘で判断すると、選手は混乱しチーム成績にも影響が
出ます。
　役割や状況に応じて、誰もが能力を最大限発揮できるようにするには、役割分担と、
それを指揮する上司の客観的かつ適切な采配が極めて重要になります。

組織営業のメリット
　組織営業のメリットは、役割分担を
徹底することで、無理・無駄・ムラを
なくし、効率的な営業につなげること
です。
　具体的には、営業全体を見込み客探
しから成立までのプロセスごとに分け
ることによって、二―ズのあるお客さ
まを見分けることなどができるように
なります。また、販売不振の際、その原
因が、どの段階にあるのかを容易に分析でき、段階ごとに必要な対策をとることがで
きるようになります。
　営業を継続するか否かの判断を営業担当者本人が一人で行わず、その上司がお客
さまの状況に応じて組織的に判断することも、効率的な営業につながると言えるで
しょう。

　このように、お客さまとの関係を維持・構築し、効率的な運営を行っていく上で、営
業をマネジメントすることが一層重要になってくると考えられます。

▲講演の様子

講演のポイント

▲講演する石井氏

～お客さまとの関係をマネジメントすることが重要に～～お客さまとの関係をマネジメントすることが重要に～

　夏が近づいてきました！みなさんはもう夏休みの計画を立てられましたか。国内外
への旅行や故郷への帰省などの予定を立てている方もいらっしゃると思います。
　夏は、計画的な休暇を取得しやすい時期の一つです。まとまった休暇を取り、心身と

もにリフレッシュすることは、「仕事と生活の好循環」の実現に欠かせません。以下の
ようなポイントを参考に、早め早めに休暇の計画を立てましょう。

◎ 「仕事の優先順位」や「時間配分」を決め、「無理・無駄・ムラ」をなくしなが
ら効率的に進める。

◎休暇の取得時期・日数について、職場の中で相談・共有しておく。
◎ 「お互いさま」の気持ちで、休暇中の仕事をカバーし合うなど、誰もが気持ち
よく休暇を取得できる環境をつくる。

◆年次有給休暇（3ヵ月に1～2回） 5日
◆夏季特別休暇＋年次有給休暇 5日
◆年末年始休暇に年次有給休暇（3日）をプラス 3日
◆その他の休暇（記念日休暇、誕生日休暇など） 1日

合計 14日

計画的な休暇取得に向けたポイント計画的な休暇取得に向けたポイント

夏季休暇を計画的に取得し、『仕事と生活の好循環』を！

●年次有給休暇（14日以上）取得例

生保労連では、年次有給休暇の取得目標
として「14日以上(特別休暇を含む)」を
掲げ、積極的な取得を推進しています。
右記の取得イメージも参考に、夏季休暇
を計画的に取得しましょう！

　「業務の見直し」をテーマとした連載も今回で最後になります。最終回は、業務見直し（削減・効率化）の進め方について考えたいと思います。

「非効率な業務」はどうしたらなくせるのか？なるほど

ゼミナール
業務の見直しについて
考える（3回連載・最終回）

なるほど

ゼミナール

？？
？

　私たちの身の回りにたくさんある「非効率な業務」をなくしていく秘訣は、どうい
う点にあるのでしょうか。

  第一歩は 非効率な業務の洗い出しから

　業務見直しの第一歩は、非効率な業務の洗い出し、すなわち「仕事の棚卸し」から始まり
ます。「仕事の棚卸し」とは、仕事の内容や仕事の流れを確認し再構築することを通じて、
業務効率化やパフォーマンス向上などにつなげることです。
　一つひとつの業務にしっかりと向き合い、本当に必要なものが何なのかをより意識する
ことで非効率な業務を見つけ出すことが、業務効率化のスタートラインだといえるでしょ
う。

  私たちの目線から継続的な業務見直しを

　そのうえで、私たち従業員一
人ひとりの目線から、できると
ころから見直し・改善に取り組
み、継続的に実践していくこと
が重要です。業務見直しの視点
としては、主に①～③のような
点が挙げられます。

　③については、たとえば、営業職員のみなさんお一人お一人が持っておられるお客さま
対応のノウハウやスキルを、所属機関や会社全体で把握・共有することを通じて、効果的
かつ効率的なお客さま対応につなげることなどが挙げられます。

  好取組み事例の共有が効果的

　業務効率化を全社的に進めていくためには、各々の職場で実践されているこうした取組
みのうち、実績を挙げている取組みを他の職場にも拡げていくことが効果的です。
　その場合、成功のポイントもあわせて共有していくことが大切といえるでしょう。

  全社的な意識の共有を

　繰り返しになりますが、実際に業務見直しを担うのは、私たち一人一人です。業務見直
しの成否は私たちの行動にかかっているといっても過言ではありません。
　そのためには、会社の積極的な支援とともに、業務の見直しを行わなければならないと
いう思いを全社的に共有することが大切です。労働組合としても、みなさんの声をしっか
りと踏まえ、会社と真摯に協議していきます。

　3回にわたり連載してきましたが、いかがでしたでしょうか。長時間労働の是正を
はじめとする「働き方改革」は、組合員のみなさんお一人お一人の日常的な「業務の見
直し」が伴ってこそ実効性が高まるものと、生保労連は考えています。
　是非ご意見・ご感想をお寄せください。

業務見直しの主な視点

①業務のスクラップ
　 （社内資料・書類の削減、打合せの削減・時間短縮など）

②業務フローの改善
　 （業務の優先順位付け、進捗状況のチェック徹底など）

③効果的・効率的なお客さま対応
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